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葉
た
ぱ
こ

九
干
万
円
突
破
か
！

の
互
あ
り
ト
す
が
、
征
来
国
家
の
恩
恵

に
汽
す
引
こ
と
の
少
な
か
つ
た
人
隅
地

方
に
爽
に
耶
城
か
ら
ぷ
加
志
、
毘
屋
を

経
て
、
人
恨
山
、
根
占
、
仏
名
F
至
る

町

丁
川
問
題
に
つ
い
て

三
－
　
　
一
　
吊
近
川
道
脂
呂
佐
影
川
在
そ
力
砲
政
台
経
岱
叉
化
士
特
に
笹

　　言
〔
w
籍
胎
；
三
銃
・
を
i
j
3
g
－
る
道
肇
あ
・
、

去
る
九
月

県
㎡
会
F
お
い
て
z
、

占根大

後

期

は

十
l
月
二
十
二
日
か
ら

小
η
汀
独
、
た
ば
こ
の
前
期
牧
納
は
九
月
l
　
’
0
日
か
ら
一
U
H
ー
で
臼
わ
g
、
t
l
　
，
I
九
力
余
円
の
ー
伯
缶
が
二
〇
九

戸
の
農
家
の
ふ
と
こ
ハ
に
入
つ
，
。

（
，
年
は
天
候
が
順
品
で
パ
2
一
た
め
力
行
τ
な
い
冑
作
で
、
一
部
に
窒
素
肥
料
の
や
s
す
ぎ
で
脱
竹
に
な
っ
た
と
こ

ろ
o
あ
つ
た
が
、
昨
年
よ
り
レ
ー
7
一
七
、
口
O
O
円
の
把
攻
と
な
つ
た
。

　
前
期
収
納
で
は
反
当
り
1
O
力
以
上
○
川
問
行
わ
g
、
　
一
八
力
r
ロ
h
、
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の
販
得
者
は
一
四
人
も
あ
り
、
反
当
最
0
0
力
円
が
政
ぱ
さ
れ
O
見
込
で
、
目

高
け
谷
村
利
行
さ
ん

（
い

脇
〉
ゐ
一
〇
標
の
九
千
力
円
は
－
成
て
、
　
K
2
も
の
と

九
、
H
九
〇
円
、
搬
、
口
紬
堰
得
者
は
遊
「
み
ら
れ
て
い
る
。

荏
好
彦
さ
ん

（瀬
戸
川
）
の
二
r
九
九
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期
敗
納
の
成
績

五
二
万
円
で
あ
つ
た
。

　
後
期
牧
納
U
一
一
月
一
一
、
口
か
、
し
i
l
一
人
山
　
二
〇
山
　
．
川
泊

、
、
J
　
＝
　
t
　
－
l
：
　
J
　
t
　
－
－
；
」
　
：
、
、
　
”
、
、
　
；
　
、
い
　
　
　
　
　
　
、
い
4
い
衡
、
、
い
い
、
、
い
い
、
い
t
t
　
J
i
　
l
　
l
、
　
J
、
t
い
い
J
：
、
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0
、
o
九
M
キ
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い
憤
Φ
　
　
ご
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反
当
り
Ψ
均

　
　
　
　
　
　
［
川
U
　
＝
三
川
辛
ロ

　
　
　
　
　
　
合
釦

し
n
、
o
二
円

　
　
　
　
　
　
　
　

（昨
叶

は
五
，
［
、
　
o
o
O
円
）

四
，
一
町
「
n
畝
一
　
」
ロ
当
り
平
均
　
三
1
i
O
円

追

加

予

算

な

ど
可
決

　
九
月
二
〇
H
第
七

回
町
馨
蕩
拾
主

己
さ
れ
、
㌧
I
i
e
　
I

　
　
O
刊
け
午
川
d

本
△
議
を
閉
い
て
休

へ
L
t
十
月
5
M
．
；
f
．
！
　
I

謡
を
再
開
し
て
同
t
r

聞
会
し
ま
し
た
。
　
一

捉
出
議
宝
と

字
議

結
果
は
次
の
こ
お
り

で

す
。
　
　
　
　
一

三
〇
日
の
本
ρ
施
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

一

ま
ず
、
最
初
ゼ
桑
似
靴
務
蚕
員
ド
か
一
1
2

蚕
員
乙
め
審
識
結
罪
（
前
号
既
報
）
が

報
告
の
後
議
事
に
入
り
、

議
奨
四
六
号
消
防
ポ
ン
プ
日
洞
中
の

購
入
ψ

約
流
結
に
つ
い
て

7
1
．
中
日
ろ
牌
児
島
い
す
∨
日
動
中
i
と
　

　
　
0
1
1
力
円
v
、
／
ノ
ブ
を
両
前
川

　
め
機
羽
“

二

〇
札
々
一
r
円
5
暗
　

人為
し
よ
う
と
δ
宅
の
．
一

　
己
お
、
引
張
川
m
目
寸
一
月
∵
．
十
日

漣

詰ピ
い
誤
い
山
書
儲
五

　
　
　
の
占
1
1
、
劫
痢
ガ
叶
結
に
つ
い
J

－
－
髪
可
き

＝tl　ll　li

扱
民
荷
編
入
間
固
パ
人

き
く
と
り
あ
げ
⊃
れ
て

お
り
に
」
の
℃
、
そ
凶

W
渦
の
四
要
4
印
し
あ

げ
、
そ
の
実
堺
ビ
皆
“

ん
の
で

協
力
を
お
願
い

い

た
し
ま
」
。

二
九
〇
、
七
1
］
h
日
道
路
の
叩
知
け
、
①
一
級
国
遭
、
②
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
級
旧
道
、
③
都
遺
府
埠
道
、
④
、
旧
町
材

第

七

回

定

例

町

議

会

ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
原
牢
可
決

ぷ
ド
小
賢
市
ハ
乃
百
v
i
’
－
円
（
麺
長
二
七

　
七
米
’
巾
r
1
1
　
・
六
米
▽
で
共
栄
組

　
益
田
宗
5
3
と
契
約
1
／
よ
う
．
x
t
す
る
。

議
繁
担
四
八
号
　
川
之
口
海
岸
堤
防
災

　
吾
勾
旧
工
．
の
請
日
、
契
約
締
粘
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
‖
原
案
可
決

・．

ー
憤
費
「
　
二
万
ハ
十
円
二
堤
防
呈

　
側
一
二
ニ
ヤ
の
　
封
r
事
・
ぷ
行
う
も

　
の
、
落
己
者
ご
ス
原
組
〔
、
身
巳
虎
次
郎

譜
案
第
百
パ
，
一
、
ナ
桧
占
己
改
修
寅
の

　
　
彊
に
つ
い
て
　
　
　
z
’
l
1
”
｛
’
可
か

ノ

ー
唯
惣
一
〇
、
」
り
弓
を
川
、
仔
O
り
円

　
町

～
○
力
、
、
一
い
パ
ー
、
オ
に
事
㌢

　
と
し
て
．
」
μ
ρ
を
坂
り
つ
け
る
も
の

＋
月

卜
H
古
会

議
案
い
九
‥
っ
　
。
二
．
仏
近
イ
阻
梱
m
オ

　
r
櫓
仁
目
う
ホ
川
川
担
寸
1
－
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

F
伸
牢
可
沙

※

ー
唱
盟
一
＝
O
力
円
命
に
ハ
O
O

　
才
旧
員
四
人
）
わ
担
’
斗
固
国
か
s
聞

　
町
が

；
割
（
O
h
力
川
〉

議
案
五
』
り
職
ぽ
定
数
・
，
例
の
一
漏

　
を
改
正
す
る
羊

例
　
　
1
1
い
繁
可
決

☆
公
民
餌
牛
飼
ヨ
山

が
川
気
の
た
め
、

　
そ
の
待
任
を
県
ね
て
一
名
の
パ
員
に

三
吸
園
坦
レ
は
、
一
級
日
道
と
あ
わ
せ

て
全
国
困
パ

幹
細
道
路
網
を
甜
成
し
、

ω
旧
日
川
力
卯
及
び
人
口
十
万
以
上
の

都
市
’

中
捗
乱
川
）
を
相
力
に
ψ
絡
す

る
道
路
、
②
軍
禦
都
市
と
一
級
国
道
と

を
遡
絡
す
る
道
路
、
③
二
つ
以
上
の
山

　
新
　
白
浜
　
時
義
氏
　
鹿
児
島
工
務
課
長
よ
り

　
　
　
　
才
限

用
と
方
る
わ
け
で
あ
り
十
」
。
征
つ
て

半
i；｝

の

線
は
K
択
さ

れ
た
が
　、

大
隅

こ

の
陥
叔
に
・沙

し

k
り1｛

の
c’1

担
が
軒

半
け
の
分
巾
抽
元
の
ば
兄
が
一
致
し
な

さ
れ
る

の
で
．
他
の
陥
線
（
田
代
県
山

翻
W
刈
岸
指
宿
巾
、
粘
ぴ
部
城
指
’
旧
線
い
と
の
川
由
で
保
凶
と
さ
れ
た
の
　
L
－
あ
　
［
な
ど
）
の
維
持
改
旦
が
容
易
と
な
る
こ

と

こ
も
‥
い
ー
し
」
う
か
、
ご
の
細
包
り
ま
p
e
そ
こ
，
J
1
1
ケ
町
の
町
長
諦
長
と
で
あ
り
、
犯
」
に
促
斗
国
か
ら
の
少

二
釈
川
迫
に
編
入
し
て
い
た
“
さ
∴
い
は
一
九
と
な
つ
て
、
海
岸
線
の
二
級
国
額
の
補
助
に
よ
つ
て
改
修
さ
K
て
い
た

と
根
占
棚
区
四
ケ
町
け
巨
譜
L
会
で
決
道
編
人
を
且
徹
づ
べ
く
堅
い
決
げ
の
ト
I
関
係
で
、
改
良
曽
ー
事
な
ど
が
傾
少

冗
ー
大
尻
開
発
協
＼
、
を
通
じ
て
県
に
要
に
、
県
並
び
に
郡
内
町
村
長
講
長
4
，
歴
「
づ
＼
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
今
後
1
1
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

苛

’
る
乙
と
し
し
二
の
で
あ
り
ま
す
。

と
て
ろ
が
、
再
Ψ
町
1
3
口
γ
川
陵
花
瀬
訪
し
て
了
解
運
動
を
展
開
、
担
終
決
定

を
な
す
↓
月
一
日
の
大
間
蘭
“
斑
口
会
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　畜
絡
し
三
習
道
錘
す
る
道
路
公
固
の
川
謂
囎
γ
ゐ
怒
か
・
に
r
S
ん
£
で
奮
ま
す
．
第
三
旦
必
斧
る
篇
旨

道
滞
法
と

い
う
法
印
に
よ
り
ま
司
と
を
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
一
田
代
村
と
創
り
、
朋
岸
梱
は
既
に
県
の
▽
場
に
あ
ろ
阿
村
の
泊
岸
線
又
持
に
よ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
閉
半
□
に
お
け
る
二
敬
騨
山
は
、
「
主
若
道
路
で
あ
る
が
、
中
央
線
は
漸
く
り
吾
平
川
代
両
町
川
も
ぷ
に
中
央
剤
ぷ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇
川
ト
か
ら
川
治
末
、
川
山
を
継
て
牛
一
バ
ス
か
運
行
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
目
を
力
き
ら
め
て
海
岸
線
を
認
め
◇
こ
と
か
た
く
あ
リ
ヨ
せ
ん
’
伺
れ
に
い
た
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1

道
の
四
つ
に
な
つ
て
お
り
ナ
ゾ
。
　
　
根
、
中
水
、
怜
口
、
都
城
F
全
る
道
路

　

一
ψ
川
迫
と

い
う
の
は
国
ト
を
縦
断
か
、
大
隅
間
発
協
会
（
冊
屋
市
と
川
層

し
、
ま
サ
ね
伽
内
し
⊂
介
川
的
‥
，
叶
線
郡
町
U
長
議
L
で
ぴ
成
）
な
と
の
運
動

一

道
陥
網
の
脂
要
溺
々
構
成
し
且
つ
県
h
に
よ
り
最
近
二
綴
国
日
r
編
入
さ
れ
辻

　
？
へ
改
日
し
こ
も
の

ag　s
u　l

＝
　
1
，
号
W
1
5
登
録
宇
数
料
の
一

　
部
改
忙

　
　
　
　
　
H
原
案
可
決
一

W
戸
絡
関
係
才
数
料
け
パ
糖
手
数
料
令

　
で
定
め
ら
れ
て
お
D
、
そ
の
改
汀
が
i

　
今
度
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
準
じ
て
一

　
1
1
i
O
円
か
ら
四
〇
円
に
改
正
し
κ
。

繋
三
号
某
の
処
分
に
つ
い
工

希
竃
閨
鍵
遁

　
○
右
、
城
元
塊
ノ
尾
湖
九
〇
〇
依
雪

　
を
九
却
し
よ
う
と
す
る
も
の

譜
案
五
一
三
号
　
第
．
一
回
己
加
更
止
予
行

　
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
d
原
牢
可
決

、

’

ブ
回
の
川
川
額
は
二
ニ
パ
力
余
円
で

　
本
什
度
の
、
方
黛
累
3
1
額
け
四
、
九
九

　
ハ
力

余
日
と
な
つ
た
。

　
弓
川
川
の
唱
川
の
お
も
な
も
の
け
、

　
神
川
分
団
期
力
d
ン
フ
肌
入
鍛
　
○

　
力

円
　
久
持
緑
道
路
災
ぱ
復
旧
ー
事

　
古

元
川
ぷ
岸
災
∴
和
旧

－
事
の
両
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

1

小
費
　

　
道
脂
改
艮
補
助
九
り
円
、
屋
内
休
抽
一

　
娼
枚
ぷ
憤
題
ρ
孜
八
〇
力
円
、
同
落

　
成
人
費
下
力
円
な
ど
て
こ
の
外
、
学

　
松
、
川
辞
引
宅
の
補
修
費
、
木
炭
品
・

　
訂
会
の
mW
批
　
受
胎
調
川
門
及
裂

　
安
水
農
道
改
艮
郁
助
川
力
市
干
円
、

　
桜
川
同
｝
八
わ
川
イ
、
と
な
っ
て
坑
り

　
財
加
と

1
1
て
は
、
父
付
税
二
一
力
川

　
r
円
、
国
県
※
川
’
1
・
n
　
力
七
千
余

　
川
、
財
川
政
人
一
四
〇
力
余
円
、
町

　
何
八
〇
力
1
ー
、
借
附
’
ー
二
一
力
余
川

　
と
パ

つ
て
い
ま
サ
。

◎
取
情
、
情
預

請
願
ヅ
、
魯
一
八
U
部
分
林
設
定
に
当

す
る
汀
頻
‖
半
ケ
石
部
落
　
　
‖
採
託

　
次
の
陳
情
、
清
相
ハ
件
は
余
員
協
議
一

　
会
で
審
議
す
る
こ
と
S
な
つ
n
y
o
　
i

請
願
才
凸
｛
川
号
　
齢
話
架
設
費
助
成

　
：
L
　
S
て
1
1
神
川
農
〆
協
同
組
合

請
願
々
品
一
行
冒
　
川
活
保
設
力
に
つ

　
い

r
＝
郁
川
小
中
苧
佼
P
T
A

請
㎞
又
害
一
人
π
　
凧
倒
k
の
払
下
げ

　
に
つ
い
て
1
1
飯
㎏
部
落

譜
聞
4
へ
瞥
一
七
ブ
　
教
軍
の
川
改
築
方

　
に
つ
い
て
‖
人
旧
恨
占
小
学
校
P
T
A

請
服
父
踵
一
九
じ
　
特
別
教
冤
妃
投
力

　
ゼ
つ
い
て
1
1
池
出
小
ひ
校
P
T
A

請
隙
叉
再
｝
○
口
、
2
安
全
刈
康
、
於
衆

　
向
允
等
の
施
設
の
設
情
力
に
つ
い
て

＝
木
揚
庄
宅
居
住
者

二
二
力
余
円
・
半
卜
石
涌
学
一
F
お
肯
よ
し
て
も
徹
凪
し
た
取
郁
を
し
ら
恥
う
と
い
戸
つ
ね
ら
い
で
、
諮
察
が
跳
一

　　　　　　　　　　還
品
露
弓
肪
註
繊
謬
担
睦
劃
翼

　　　　　　　　　　
担
璽
霞
繍
謡
籍
む
舗
呂
に
螂
、
：
施
行
さ
れ
る
．
し
と
｝

　
　押
責

等

防

止

條
例

　
　
　
　
　
　　　
の

制

定
に

つ

い

て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

根

占

警

察

署

よ

り

　
押
ん
等
の
防
止
に

つ
占
y
ま
し
て
は
、
　
防
止
茶
例
と
け
、
と
ん
な
も
の
か
。

か
ね
て
已
協
力

を
賜
り
感
謝
串
上
b
，
J
l
　
F
L
れ
“
k
：
；
て
く
れ
ゴ
せ
ん
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

　

把
る

処
て

あ

の
鮪
弔
て
も
之
の
取
品
に
と
ポ
こ
み
を
き
か
せ
た
日
用
品
の
押
売

つ
と

め
・
、
〃
の
で
あ
り
ま
」
が
、
従
り
か
ら
、
や
れ
嵜
附
、
汗
た
は
街
の
ク
1

京
の
法
吾
〉
、
け
品
反
名
の
絶
滅
々
期
づ
ツ
み
が
き
、
絵
起
も
の
＼
し
＼
舞
と
色

ろ
こ
と

が
困
郎
こ
あ
っ
」
け
て
．
が
、
了
へ
な
6
の
が
あ
ろ
。
　
　
　
　
　
　
一

今
般
堺
響
防
止
羊
例
か
制
輻
．
れ
ま
こ
う
し
た
も
の
を
賊
締
り
卯
口
の
竺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
、
十
川
I
＝
か
ら
実
施
パ
れ
㎏
午
き
ん
が
銭
心
の
C
き
る
拒
店
在
し
て
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

い
切
つ
た
施
行
が
な
さ
れ
ろ
こ
と
、
笹

9
て
胎
川
な
と
も
現
状
と
一
夢
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
　
　
　
　
　
　
　
－
ホ
ソ
ウ
」
も
な
一

さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
他
右
形
圧
、
形
の
恩

宙い

に
浴
す
る
で
あ
ろ
う
ご
と
は
想
像
r

つ
観
力
ぬ
血
か
ら

も
こ
の
線
こ
そ
＝
級
に
な
り
ょ
し
て
、
郡
内
全
川
村
が
一
致
よ
し
て
泊
口
隔
が
よ
く
な
る
乙
と
は
鞠

国
道
ビ
し
て
も
ら
う
べ
き
で
あ
る
と
の
し
て
海
岸
叔
の
二
級
国
道
編
入
趣
鋤
を
ば
し
い
こ
と
て
あ
り
・
．
。
ゾ
の
で
、
一
日

騒
か
糀
雛
作
岱
士
楚
り
に
離
づ
ξ
と
に
な
つ
羨
邑
あ
巳
で
章
く
海
穎
い
階
碧
編
入

世
卿
欝
し
’
、
お
・
、
二
回
旨
る
ま
つ
．
　
　
　
　
盲
ま
す
n
－
6
，
f
i
t
　
g
z
、
o
ん
N
t
i
、
に
あ

人
川
情
拮
協
会
理
事
会
に
お
い
て
、
渤
　
伺
故
に
二
級
国
遊
万
の
編
入
叩
肋
を
一
実
現
に
巡
起
し
よ
う
で
ぽ
あ
り
ま
せ
ん

岸
細
－
㌻
る
力
中
央
線
に
ゴ
る
か
に
つ
♂
か
と
申
ル
ま
p
m
と
’
　
　
i
か
。

い

了
ぴ
細
ん
3
1
わ
g
た
／
、
何
れ
も
U
第
一
に
管
川
U
知
事
が
代
行
教
し
才
竺

説
を
ま
げ
t
s
t
て
粘
加
が
U
b
れ
ず
、
一
が
、
紺
持
乃
ズ
つ
い
て
は
当
然
国
の
躍

　
　
　
　
　
　
1
1
t
l
d
　
1
ご
一
　
　
　
一
　
　
　
　
一
「
“
L
”
　
　
　
一
＝
＋
1
　
t
　
±
t
　
t
t
1
一
一
　
　
　
二
一
一
：
　
　
　
　
“
　
　
一
梧
一
l
L
l
t
　
　
d
”
P
±
　
1
　
l
l
　
1
1
＝
　
　
　
（
一
＝
n

一
回

目
の
ブ
ロ
ッ
ク
沈
設
作
業

城
ケ

崎
沖
合
に
i
i大
根
占
d（i

協

　
大
根
占
町
涼
巣
協
闇

瓢
合
で
は
、
コ

ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
s
よ
る
家
磯
を

行
う
こ
と
に
な
り
、
十
月
一
円
、
二
日

の
両
日
城
ケ
崎
沖
合
四
〇
米
の
海
中
に

第
一
回
目
の
沈
設
作
又
を
行
つ
た
。

　
当
日
は
県
水
所
ぷ
か
ら
係
員
二
名
が

一

立
会
い
六
〇
個
の
0
刑
コ
ン
ク
リ
”
ト

一
ブ
ロ
ッ
ク
を
沈
品
し
た
が
、
同
漁
協
は

硫
ぐ
ま
た
、
松
耐
抑
合
に
ハ
○
個
の
沈

設
を
行
う
予
足
で
あ
る
。

1

助
役

　
　
l
t
H
＝
t
　
1
L
＝
i
　
1
一
■

さ
17

可

涼
か
く
を
あ
げ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
築
磯
は
g
氷
古
舶
に
石
を
の
せ
て
沈

め
る

や
り
方
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
流

失
づ
る
な
ど
思
わ
し
く
な
い
の
で
、
今

回
は
経
費
五
六
万
円
で
コ
x
ク
リ
ー
ト

に
切
り
か
一
刀
た
も
の
で
そ
の
成
果
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
計
　

ハ
築
磯
」
は
、
小
烏
の
巣
箱
と

　
　
同
じ
く
、
獅
i
仕
み
や
す
い
巣
を

　
　
作
つ
て
や
る
も
の
で
、
ご
れ
に
加

、

お
尋
ね
致
し
法
ず
。

可
を
わ

う
行
政
日
は
県
知
事

小
作
地
取
上
げ
を
し
よ
う
と

合
け
泊
可
申
請

さ

な
け
41

ば
な

ん
。
こ
の
申
詰

占
は
’
小
作
人
が
返
品

に
同
ぼ
し
て
い
る
と
き

は
、
合
已
解
約
と
し
て

川
ヨ
と
小
作
人
連
名
で

印
請
す
．
C
ご
と
が
で
き

・
づ
が
小
臼
人
の
同
朗
り

が
な
い
と
さ

に
は
則
1

だ
け
δ
申
謂
す
5
こ
と

が
こ
き
ま
す
。
申
清
f
い

は
解
約
の
涌
知
を
し
よ

う
と
す
◇
日
の
三
ケ
月

前
ま
こ
r
氾
業
委
員
会

の
討
議
を
記
し
た
謡
申
録
の
写
を
つ

け
、
申
謂
訪
と
具
に
知
事
ゼ
提
出
し

ま
つ
。
ぱ
兄
轡
は
矧
事
が
陸
地
法
第

llllllltlllll「fitltll｜1‘llllMltllMMtlTIII川11Mltl「ltt”IHII‘nt‘「IMIItllt“IU‘111．1‘‘｛Pf
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に
提
出
し
寸
す
。
但
し
申
請
書
ψ
あ

て
先
は
川
事
て
す
。
腔
・
友
員
会
は

許
可

印
祀
瓢
を

受
け
つ
け
た
と
き

は
白
詞
轡
の
内
容
ψ
防
し
、
実
憎
調

定
1
1
て
泊
可
、
不
許
P

定
を
し
て
指
合
書
か
農
茅
奏
員
会
に
払

付
し
、
委
員
蚕
が
印
請
人
に
炊
け
9
る

項
に
な
つ
て
い
ま
す
。

二
ー
案
の
判
断
を
す
る
串

が
て
さ
る
よ
う
当
時
の
実

情
を
記
赦
し
、
碇
員
会
の

会
疏
の
、
U
見
（
許
可
、
不

許
可
、
却
ド
の
ど
れ
を
相

当
う
る
か
等
）
を
述
べ
♂

J
t
－
h
L
．
u
e

≠
t
s
P
t
－
．

　
委
64
会
の
会
議
ぱ
公
間

で
あ
り
意
見
轡
も
見
し
て

あ
げ
ま

す
。
方
お
、
当
時

者
け
委
－
ぽ
会
に
き
て
、
ネ

胴
す
べ
芦
阜
は
主
張
さ
れ

る
わ
け
こ
り
。

　
知
事
ぱ
、
申
講
出
の
内

春
、
委
員
会
の
、
U
見
を
判

　
　
　
～
、
却
卜
等
の
決

．－i　　v　　　■〆～∨　　　　　　　　　　　　　s

根
　　　　　　　　　　　　　≧

年　　II：

書高｝
謡募1
畢力金1

6下に1
言さ
露い　～
た

三．～一．」

似

几
左

瑞
蒜
け
腫
鱗
簗
翼
竃
．
誤
萎
二

　
十
月
の
室
も
よ
う
を
脇

児
島

斑
ロ

台
に
き
い
て
み

ま
し
た
。

～
い

10月のお天氣
○△▲○△▲○△△○∧▲

中
　
旬

高
気
圧
が
多

少
北
偏
し
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
兄
込
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
気
が
多
く
、
時
々
巾
が
降
り
、
特
に
巾

草
や
、
ス
さ
と
な
る
池
虫
を
哨
殖
一
掬
止
方
川
日
く
す
つ
き
ま
し
よ
う
。
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温
は
や

や
何
ぐ
、
雨
赫
は
や
や
多
い
見

　
　
　
込
ξ
す
。

写真はプロツク沈設作業

下
て
通
過
す
る
た
め
北
高
型

に
な
り
や
す
く
、
低
気
臣

け
周
期
的
に
南
海
上
を
通

　
L
の
た
め
棋
の
多
い
天

句

Inl・v’．一一．　　・1■1

’一
ll，・

｝
酷
川
顯
熱
罐
聾
馨
⑭
ぶ
識
繍
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
の
な
い
子
ど
も
、
体
が
不
自
由
で
仇
け

？

カ
で
、
た
く
さ
ん
の
気
の
宙
な
人
々
の
た
め
に
’
t
　
く
の
G
額
が

9
つ
て
；
．
g
・
、
み
な
さ
ま
の
嘉
解
あ
き
協
力
后
し
て
け
ん

た
た
感
謝
ポ

る
次
第
で
す
。

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
お
願
い
し
ま
す
。

ぼ
曇
順
疇
・
ご
遷
瑠
鰐
ほ
已

天
気
は
周
期
的
に
崩
い
コ
す
が
回
復
も
r
　
t
S
台
囚
は
ヰ
何
は
じ
め
及
び
下
何
後
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

　

早
く
、
篇
の
日
望
二
L
し
よ
，
つ
．
一
頃
、
力
海
走
現
わ
れ
亀
込
工
，

駕
北
と
要
川
か
書
に
a
s
わ
旦
や
や
少
い
見
込
こ
す
・

一一・t～～’v．，♂’

な

s
人
・
戦
争
で
菱
な
く
し
渠
妄
い

な
と
、
本
当
に
気
の
苛
で
す
。
共
同
募
金

は
こ

れ
ら

可霜
な
会
窃
け
て
霞
（

る
た
め
k
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、

赤
s
羽
根
の
覇
に
露
力
王
、
、
る
よ
．
つ
　

一
気
品
は
Ψ
年
並
で
す
が
旬
末
は
や
や
臼
が
、
接
迦
す
る
か
と
う
か
法
仁
オ
か
り

く
な
り
ヰ
し
よ
う
。
山
斌
は
匹
年
並
か
ま
せ
ん
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

L

゜～
　
　
　
ハ
　
　
　
～
　
　
　
‘
　
　
　
～
　
’
＾
、
　
　
　
，
　
　
タ
f
　
　
　
～
　
　
　
ハ
　
　
　
2
　
．
・
f
．
　
　
～
　
　
．
．
、
　
　
　
？
　
　
　
～
　
　
　
く

「親
鷺
聖
人
御
1
代
展
ご
南
極
博
麗
会
」

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
五
日
か
ら
十
1
月
二
十
四
日
ま
で

鹿
児
島
市
照
国
神
吐
境
内

e
N
．
I
　
l
－
V
．
°
“
v
－
．
　
．
A
　
．
　
°
d
N
”
　
φ
～
．
　
t
ρ
v
・
　
在
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・
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㌔
・
　
’
　
　
　
く
．
　
二
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e
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世

界

的
に
す
ぐ
れ
た

鹿

児

島

の

紅

茶

新
植
者

に

u
改
良
資
金

　
匹
望
経
2
3
を
安
兄
C
世
る
た
め
に
は
防
汲
営
饅
1
1
水
陣
稲
早
期
赦
川
1
1
の
椎
進
と
と
も
に
、
畑
作
の
麓
改
聾
が

強
v
叫
ば
れ
て
い
る
。
本
町
ε
は
こ
れ
ら
の
ご
と
を
広
く
普
及
さ
せ
る
戸
め
，
九
月
三
ー
七
日
、
県
持
山
課
の
足
立

課
仁
郎
仏
を
招
い
て
相
辰
裁
川
の
W
習
会
を
、
ま
た
I
I
十
H
に
は
饅
協
主
催
の
畑
れ
改
善
講
演
会
が
開
か
れ
た
。

　
畑
竹
を
安
定
さ
セ
る
た
め
に
は
家
讃
の
亭
入
、
陸
加
早
期
栽
暗
な
μ
と
と
も
に
或
秤
度
の
促
定
し
た
換
合
作
物
を

と

り
人
g
る
へ
き
だ
と
さ
れ
工
い
る
。

　
本
町
ξ
の
刑
垣
栽
垢
は
ニ
ハ
年
に
新
植
二
百
町
蓼
の
司
画
C
始
ま
り
、
町
営
百
ほ
て
苗
本
を
仕
立
て
る
な
と
し
て

現
在
㈲
一
而
ル
ほ
k
に
な
り
、
初
期
の
も
の
℃
す
⊂
に
九
N
六
午
牛
に
越
ー
、
栽
川
若
の
川
で
は
∫
場
設
問
の
嬰
望

6
た
か
；
っ
て
い
．
今
の
て
、
今
回
の
新
巴
．
川
漁
杜
建
設
司
画
の
↑
つ
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
予
足
て
あ
り
才
タ
。

　
そ
ζ
で
ム
．
回
は
現
打
の
粕
ぷ
の
状
況
と
将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
御
紹
介
す
る
こ
と
に
レ
浄
し
た
。

知覧町に於ける茶生葉一貫当売買価格

囎川　藩茶1ご番茶1三番茶1年

蕊　llll
　－　‘　　　　！一

211i　211

平均

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

210

72

235
　　　　　11

63
　　－1

225
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　169

228
103

218i

10

24
1
1

23
10

L
2
；
1
「

247

74

231

69

第1表

・｜・別1♪

213
151

270

165

234
150

添

緑

相茶
締茶

紅茶
緑茶

紅茶

緑茶

昭和
30年

31年

32年

三力年の
・γ　　均

　　　　　　　　　（単位円）

第2表　知覧町に於ける製茶1貫当売買価格
　　（1・2・3番≡〕1ミ≡　　年通計dコ｛）ケPヨ）

　
動
が
少
く
、
安
定
し
た
価
格
で
販
売
2
’

　
さ
れ
、
緑
皐
の
よ
う
に
一
番
茶
た
θ
　
の
紅
茶
栽
川
が
新
植
佼
わ
ず
か
数
年

　
が
高
い
芥
期
別
の
価
格
差
も
な
く
、
　
　
て
経
営
が
安
紘
し
、
川
当
の
牧
益
を

終
始
高
値
に
允
い
て
い
る
こ

と
を
示
　
あ
げ
得
る
も
の
て
あ
今
L
と
を
g
＝

　
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
る
。

　
　
※
木
県
の
剤
茶
は
川
界
的
に
片
秀
で
あ
る

　
ぷ
県
所
栢
茶
を
日
本
の
商
h
、
W
外
好
評
を
得
て
い
る
。

公
館
を
通
じ
て
外
国
に
見
本
を
迭
り
、
　
　
第
四
ぷ
己
、
世
界
の
紅
茶
価
格
を
k
x
’

第3表　知覧町に於ける紅茶栽培反当牧益表

　昭和32年度調査樹令6年生　品種べにほまれ

ピ出一
額己

　
　
別

麦

轟額

入

百
　
一
価已

　

禦
担

牧
一
版

　
一
別

　
一
期

14，000円

　　9，000

　10，000

23，00071．

肥料代

管題費

摘採費

　計

　　　　円

42，400

34，300　
　
　
　

　　　　　　　

　
　
　
　

　　　　　　　

　
　
　
　

　　　　　　　

　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　1

28，000

04，700

400

35〔1

350

106貝

　　98

　　80

　69

1
3284

番茶

番茶

番茶

計

　
　
　
※

川
界
の
”
茶
“

　
現
在
日
本
壬
の
主
体
は
紅
茶
で
あ
る

が
、
世
界
の
河
茶
の
消
費
撤
は
相
茶
の

苓
吻
。
科
度
で
あ
る
た
め
、
中
共
、
台
治

な
ど

の
4
力
抽
大
も
あ
つ
て
輸
出
は
二

九
市
を
恨
高
に
し
て
伸
び
な
や
ん
で
い

る
。
こ
の
た
め
絵
茶
け
国
内
竹
費
が
お

も
’
じ
あ
る
。

　
一
方
7
1
朱
の
鎧
は
◇
世
卯
に
わ
た

適
し
て
お
り
、
世
騨
巾
場
で
取
引
き
さ

れ
る
相

茶
の
狙
け
緑
茶
の
ご
ト
倍
、
十
i

二
牌
小
ン

ド
に
も
達
し
、
年
々
消
費
は

増
加
し
つ
s
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
一

　
日
本
の
荊
茶
は
、
〈
r
　
，
｛
で
は
在
－
の
一

緑
茶
晶
梱
を
加
」
し
た
も
の
」
、
消
費

者
に
満
足
を
与
ズ
る
よ
い
製
鋤
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
v
’
　
　
　
～
　
＾
　
、
〉
　
　
・
ら
2

　
九
月
三
十
日
、
烏
月
戸
家
畜
巾
場
で
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア

恒
例
の
町
紛
合
畜
陛
品
評
会
が
開
か
れ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

た
。
あ
い
じ
く
の
．
旧
己
出
品
皿
数
も
少
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

I

　
　
　
　
　
　

か
つ
た
が
熱
心
な
参

　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
°
　
　
観
者
6
盛
況
で
あ
つ

燃
］
　
　
・
　
　
た
。
お
も
な
入
賞
者

優
　
　
　
　
　
は
次
の
と
お
り
で
あ

と
日
未
　
　
　
　
　
’

な
か
つ
た
，

　
と
こ
わ
が
戦
後
ア
ソ
サ
ム
随
を
宇
仏

に
し
方
杓
茶
用
優
良
品
桶
が
本
県
て
合
⌒

成
さ
れ
、
世
界
的
に
聞
品
価
喧
の
あ
る

も
の
が
生
川
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
一

l
ら

の
品
憩
て

戦
後
新
櫨
さ

れ
た
。
比

崎
、
知
輪
τ
の
丈
惜
山
次
の
表
に
示
す

と
お
り
で
、
今
後
畑
作
の
多
い
ム
卯
で

，
、
群
力
の
あ
る
高
お
好
み
に
は
篇
馨
φ
蚕
し
て
大
s
に
玉

費圭神川校区が三力年連続

町畜産品評会

藝
塁
見
る
と
、
知
薦
方
工
配
す
る
と
云
わ
れ
る
ロ
ノ
ド
ノ
蕩
に

　
　
　
　
　
　
　
　
製
す
る
も
の
と
抱
待
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
汽

知
覧
、
枕
蘭
の
紅
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
1
1
、
＝
表
は
知
覧
町
て
調
査
し
丘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

L

　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
て
、
戦
後
に
始
め
ら
れ
牟
胞
茶
栽

　
　
　
　
　
　
　
　
靖
が
、
商
品
作
物
と
し
て
優
秀
な
成
果
　

　
　
　
　
　
　
　
　
を
収
め
て
い
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
1
、
一
、
二
表
で
け
紅
茶
は
相
場
の
変
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
K
”
　
V
　
”
　
A
．
　
－
V
　
　
・
　
　
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ん
と
食
べ
さ
せ
ご
順
調
に
発
育
さ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
る

べ
き

で
、
こ
の
た
め
に
は
耕
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
部
を
割
い
て
飼
粋
を
植
え
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
、
ナ
ー
ロ
を
竹
る
な
と
ぼ
芦
努
カ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
き

で

あ
t
Q
o
　
：

　
　
　
　
　
　
　
　
4
、
1
般
的
に
み
て
大
家
畜
喰
宍
自
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く
な
つ
て
い
る
夕
う
に
見
受
け
る
一

る
’
な
お
審
査
後
の
　
ぎ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

随
評
て
今
後
次
の
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
今
後
努
力
さ

れ
た
い
e

に
つ
い
て
一
氾
の
努

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
な
入
賞
者

力
が
嬰
望
さ

れた
。

　
　
　
　
　
　
　
　
当
オ
め
す
牛

1
、
出
品
舶
ピ
が
少

　
　
　
　
　
　
　
　
l
等
　
第
二
・
レ
な
ま
号

か
つ
た
e
と
．
＼
に
　
　
品
山
元
フ
ヂ
エ
一

　弘
胚
群

抽
と

し
て
一
等
第
」
ζ
ー
」
し
弓

　名
力
あ
9
大
根
占
　
　
　
　
　
神
川
・
パ
　
西
園
　
　
務

　一．

二
．
〔
の
出
品
ニ
オ
め
す
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

つ諺
富
二
等
ミ
．
く
欝
菖
好
竺

う
一
り
り
苛
力
か
　
1
等
’
、
ち
み
n
p

曇
れ
る
・
全
塞
　
暴
p
三
区
上
原
欝
竃

　
藩
を
通
じ
て
足
を
も
つ
と
丈
大
に
す
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る考
に
飼
料
や
覇
に
§
し
、
一

馨
の
縷
を
よ
す
べ
墓
あ
，
Q
i

3
r
　
I
般
に
食
わ
せ
力
が
足
り
な
い
。
一

9第4衷
　　ロンドン市場における
～　紅茶相場

70仙
54

52
5〔｝

日　　本

セイロン

北印度
巾印度

：第5表
～　産地別製茶反当収蚤

　　　（反当り、1‘t換算）

掲数

100

33
43．

42‘

　　　　　　d

23｜

敗｝【1

54

18

23

23
13

三
オ
め
」
牛

一
等
　
つ
き
号

　
　
　
　
　

皆
君
中
俣
道
夫

二
等
　よ
　
：
i
　
o
；
“

地帥

毘り【［島県

セイUン
イ　　ン　　｝ミ

パキスタン
インドネンア

鳥
井
戸
’

え
み
号

　
　
神
川
上

　　　）

区、

加’

塩、
±〈
三

一 9

水
流

甚
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
汗
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
等
は
つ
え
M
n

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
川
中
原
　
湯
之
ロ
貞
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
t
r
7
は
つ
の
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
窟

諏
訪
原

実

申
小釜
の
負
嵩
ト
き
る
一
当
オ
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
等
　
　
神
川
申
仲
　
園
田
　
　
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奪
　
〃
　
　
　
内
田
利
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苦
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
等
は
な
え
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
川
中
い
　
橋
口
　
英
熊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
等
神
風
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
川
中
原

園
田

　
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
笹
波
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
川
－
i
4
岩
崎
純
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
再
豚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
等
　
　
　
翰
森
　
正
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

羊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
等
よ
し
い
ち
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　一

　
　
碍
荒
蕃

　　　　　　　　　　　
言
構
置
秋
元
慧

　
　
　
　
〉
、
　
，
　
v
ρ
　
．
v
　
“
w
－
　
．
～
“

　
な
お
、
和
牛
綜
合
で
は
神
川
校
区
が
1
◎
十
一
月
に
翻
馬
登
録
検
査
と
種
豚
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

圧
倒
的
な
得
点
で
i
i
［
ケ
年
庫
続
優
勝
し
　
録
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
申
込
は
十

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
月
末
日
ま
で
に
農
協
へ

　
今
月

の
畜
産
関
係
行
事
　
　
　
　
　
◎
近
く
両
農
協
で
総
牛
馬
検
査
を
行
い

ii四
、
二
五
日
、
郡
畜
内
記
’
進
会
　
　
　
ま
づ
。
一
蹴
も
れ
な
く
受
句
て
下
さ

三
百
　
　
仔
牛
せ
り
市
－
当
町
い
e

1・A．be

ミ
．
1
1
．
w
w
t
z
t

　
t
－

・

、

＼さ
W

L
i

於
け
．
O
相
場
で
あ
る
。

　
本
県
和
茶
の
す
ぐ
れ
た
点
は
、

1
、
牧
貴
が
多
い
。

　
世
翼
の
紅
茶
肯
川
で
は
向
然
植
物
体

の
言
S
栽
培
し
て
い
る
が
、
本
県
で
は

我
が
国
ー
に
滴
し
た
優
良
品
柚
の
育
成

F

に
努
め
々
結
果
、
樹
勢
が
強
く
、
牧
払

ぱ
宇
要
帥
崩
国
に
く
ら
へ
て
二
～
三
倍

の
政
田
は
普
通
に
あ
げ
て
い
る

（第
五

1一
表
参照
）

12
’
生
産
費
が
安
い
。

一論
試
験
地
の
馨
に
よ
れ
ば
（
晶

和
は
ハ
ッ
モ
ミ
ジ
　
製
晶
一
斑
当
り
牛

葉
代
g
　
o
O
円
、
加
L
鍵
三
〇
〇
円
、

計
約
八
〇
〇
円
の
牛
産
費
を
嬰
す
る

が

セ
イ
コ
ン
紅
茶
の
場
合
一
、
1
1
1
0
0
円

A
　
　
　
　
～
　
　
．
．
、
V
．
　
v
－
　
．
．
ー
．
　
■
・
s
A
．
k

…

写頁は優勝旗を5そ1媚一る神川校区代表

も
か
か

g
、
c
O
O
円
g
g
g
v
、
競
争

一上
品
た
有
川
で
あ
る
・

　
K
た
、
イ
ン
ト
、
セ
イ
ロ
〉
の
先
氾

国
で

は
、
茶
園
ガ
老
朽
化
し
、
切
彷
者

t
よ
る

粗
放
な
経
営
で
反
鞭
は
減
退
の

一
途
で
あ
る
。
経
培
者
は
イ
ギ
リ
ス
、

「　
※
將
來
性
と
木

　
紅
茶
の
将
来
は
、
優
良
品
穐
の
育
成

さ
れ
た
結
果
、
今
後
十
η
位
口
口
内
向

オ

フ
ン
ダ
の
大
資
本
、
大
企
業
で
あ
る

が
、
戦
後
独
皿
し
た
こ
れ
ら
の
国
で
は

労
仇
攻
勢
が
年
々
強
く
な
り
、
賃
金
の

引
き

上
け
で
生
埠
磯
は
高
く
な
る
一
方

で
あ
る
。

町

で

の

紅

茶

が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　
本
町
の
斌
培
地
帯
は
、
現
君
の
と
こ

水

稻

1
、
乳
熟
期
か
ら
糊
乳
期
に
入
る
の
で

　
落
水
は
普
通
出
穂
か
ら
二
十
充
日
目

　
ご
ろ
が
適
期
で
あ
る
。
捌
水
の
悪
い

　
据
田
は
剖
水
溝
を
作
つ
て
早
目
に
水

　
を
落
す
o
た
だ
し
、
梱
首
イ
モ
チ
発

　
牛
地
で
は
洛
水
を
ト
日
ほ
ど
お
v
ら

　
ぜ
る
。

2
、
　
“
秋
う
ん
か
”
が
川
の
中
央
部
に

点
々
と
集
団

的
に
発
牛
す

る

の
で
汕
断

世
ず
’
田
に

踏
み
こ
ん
て

調
べ
る
。

3
、
ヒ
エ
抜
き

の
す
ま
な
い

と

ご
ろ
は
稲

の
落
ち
な
い

う
ち
に
抜
き

　
と
る
。

4
、
秋
マ
キ
レ

け
の
需
川
を
満
し
、
将
来
は
緑
茶
に
か
，
ろ
池
田
秒
区
を
除
い
た
他
の
部
浩
で
あ
［

わ
つ
て
輸
出
を
伸
ば
す
剤

画
で
、
麗
林
れ
ぱ
よ
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

省
口
三
十
二
年
度
か
ら
一
力
町
歩
新
植
　
　
　
×
　
　
×
　
　
×
　
　
×

計
画
を
た
て
、
本
県
は
宅
千
町
歩
の
計
　
新
植
希
望
者
は
、
農
業
技
術
改
良
資
一

画
を
た
て
現
在
苗
木
の
p
t
成
に
努
力
百
弐
蕊
繋
で
・
竃
k
棚
子
の
消
題
塩
水
選
を
実
行
す
｝

　
ン
グ
の
租
子
を
早
く
ま
く
こ
と
（
反

当

り
一
升
程
皮
）
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

　

晶
稲
も
水
稲
に
準
じ
秋
う
ん
か
の
発
一

　
牛
に
在
ぼ
す
る

＝
　
　
　
　
　
　
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

i

　
　
　
’　
　
な
た
ね
　
　
一

し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
’
　
ハ
水
一
斗
に
塩
一
升
五
合
・

て

翻欝
竃
璽
籠
財
鐘
霞
醤
課
顯
驚
し
ー
う
に
k
l

～
．
：
ζ
、
・
．
～
　
・
～
・
・
°
〉
：
～
’
v
V
’
．
．
　
v
．
、
“
　
”
　
．
’
　
A
，
k
．
～
く
く
　
・
～
°
．
　
．
n
　
．
u
A
・
・
°
°
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　　　　」
サ
イ
ロ
」
を
造
り
ま
し
よ
う
　
　
　
｝

　
今
年
は
政
府
の
麗
業
改
良
資
金
に
よ
｝
て
も
「
サ
イ
ロ
」
を
造
つ
て
飼
料
の
確

る

「
サ
イ
ロ
矩
造
資
金
」
　
（
本
町
に
十
一
保
を
し
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
様

誘
鯵
麟
鱒
駁
ザ
言
霞
駅
顯
議
劉
経

申矯
均
に
＋
分
ふ
み
込
む
三
±

式
を
改
善
す
る
。
　
　
　
　
　
　
一

＝
唯
巾
1
　
1
尺
五
寸
、
株
間
一
尺
五
寸
｝

　
の
三
条
植
え
と
し
、
聴
間
は
五
尺
一

　
i
v
六
尺
の
荊
路
舌
」
る
。

　
　o
　
o
　
O
　
O

o
　
o
　
o
　
o
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o
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　1尺5寸

C↓

○

o
　
o
　
o

o
　
o
　
o

　
肥
料
の
場
合
三
〇
〆
程
度
、
同
時
に

ハ
寸
ぐ
ら
い
深
目
に
中
耕
し
、
深
根

　
の
伸
び
を
よ
く
す
る
こ
と
。

2
、
赤
星
病
、
タ
ン
ソ
病
の
発
生
甚

　
望
し
、
銅
水
銀
剤
か
、
石
灰
ホ
ル
ド

　
ウ
液
を
散
布
す
る
。

温
州
み
か
ん

ー
、
敗
か
v
と
同
時
に
施
肥
に
心
が
け

　
る
こ
と
。

2
、
赤
ダ
ニ
、
カ
イ
ガ
フ
虫
、
ス
ス
例

　
の
防
除
を
81
う
こ
と
’

3
、
幼
木
園
の
秋
枝
の
摘
芽
を
励
行
つ

る
。

を
造
ら
な
け
れ
ぽ
い
け
な
い
と
の
声
が
i
と
い
う
具
合
に
う
ん
と
造
っ
て
下
さ
い

高
ま

つ
て
和
牛
用
に
、
或
は
養
豚
、
養
　
大
根
占
騰
協
て
は
組
合
員
に
サ
イ
ロ

緬
に
と
九
叔
後
と
ん
よ
曇
資
竃
す
そ
う
で
ξ
組
禽
の

来
ま
し
た
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
は
利
用
し
て
下
さ
い
。

　
九
月
卜
旬
に
大
后
部
落
の
中
馬
達
也
一
　
※
サ
イ
ロ
の
詰
め
込
み
方
法

扇
か
ご
窪
成
し
あ
を
初
観
に
＋
丁
、
イ
モ
ッ
ル
イ
モ
ツ
ル
を
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

一

註
近
く
四
尺
×
八
尺
の
中
型
サ
イ
ロ
が
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付
日
に
当
て
S
乾
か
す
。
カ
ツ
タ
ー

丁
来
て
冒
ま
す
、
何
故
・
ん
な
庭
三
寸
⊥
寺
に
切
三
サ
イ
。
の

［

象
が
応
る
気
に
な
つ
た
か
と
言
え

ば
何
と
言

っ
て
も
農
家
の
目
覚
と

肴
う
臼
な
い
で
し
よ
う
。

「
今
迄
当
地
方
窪
家
の
曇

る
作
物
た
る
U
諸
作
を
反
省
し
て

一み
る
と
、
イ
モ
ツ
ル
の
利
用
或
は

甘
藷
の
貯
蔵
と

い
う
点
に
お
い
て

一
完
全
で
あ
り
ま
せ
ん
の
で
有
吝
宮

農
を
安
定
さ
廿
る
と
い
う
狙
い
か

ら

飼
料
の
嬰
付
と
し
て
、
ど
う
し

3
’
前
の
年
に
的
核
胴
の
発
生
し
た
と
」
※
「
え
ん
ど
う
」
を
植
え
ま
し
よ
う
。

弓
は
な
る
べ
く
迎
作
を
避
け
る
こ
霧
露
」
鑓
籔

4
、
苗
ほ
仮
植
し
て
育
て
る
。
早
S
き
箇
易
で
生
山
費
も
安
く
、
し
か
も
割
に

　
の
も
の
は
一
回
目
の
間
引
き
時
期
で
高
値
で
取
引
さ
Q
ま
す
。

　
あ

る
。
桶
子
を
ま
い
て
I
O
日
目
ご
　
牧
か
く
時
期
に
は
農
協
で
出
荷
日
を

　
ろ
本
準
が
1
］
枚
出
た
と
き
が
適
期
’
　
i
m
s
め
て
築
荷
し
ま
す
か
ら
安
心
し
て
作

　
苗
の
堺
が
重
な
ら
な
い
程
度
に
間
引
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
く
、
脚
の
高
い
こ
ろ
び
薦
が
で
き
な
　
早
期
裁
培
の
墨
作
や
、
耕
地
を
充
分

　
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
一
利
用
し
て
一
粒
で
m
p
X
，
v
栂
＋
を
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

　

5
、
害
虫
「
ア
ブ
ラ
虫
に
」
注
菅
し
D
一
て
下
さ
い
o

　
D
T
、
マ
ラ
ソ
ン
乳
剤
で
駆
除
す
る

甘
　
　
藷

澱
粉
加
工
も
は
じ
ま
る
の
で
計
画
的

に
収
か
く
し
出
荷
す
る

い
も
つ
る
は
完
全
飼
料
化
の
た
め
、

サ
イ
ロ
に
詰
め
る
。

（
欝
技
術
員
に
相
談
す
る
こ
と
）

茶

「　
　
作
り
方
　
（
サ
ヤ
え
ん
ど
う
）

［

贔
趣
　
1
1
H
日
絹
さ
や

翻
ま
き
の
時
期
、
九
月
申
旬
か
ら
十
月

　
中
何
ま
で

栽
植
距
離
　
二
尺
五
寸
x
1
尺
五
寸

一

肥

料
　
元
肥

堆
肥

二
〇
〇
貫

　
　
　
　
　
　
　
　
過
石
　
　
七
貫

　
　
　
　
　
　
　
　
硫
安
　
　
三
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
加
里
　
　
二
貫

］

　
追
肥
は
人
蕗
尿
一
〇
〇
頁
程
度

一穐
子
は
農
協
に
あ
り
ま
す
。
反
当
り
四

・

1
、
基
肥
を
や
る
時
期
で
あ
る
。
年
用
一
升
ぐ
ら
い
必
要
で
す
。
早
目
に
ま
い
て

施
用
姐
の
約
四
割
を
施
す
。
茶
復
合

ロ

の
一
番
底
に
五
寸
位
切
ソ
ラ
を
し

v
t
ふ
み
込
む
閲
に
水
が
し
み
出
る
　
　
が
降
つ
て
里
変
し
て
か
ら
詰
込
み
を

よ

う
で
あ
れ
ば
二
守
位
「
切
ワ
ラ
三
し
な
s
こ
と
。

を
し
く
、
そ
・
笈
イ
モ
ッ
ル
を
つ
⑧
、
詰
め
る
前
サ
イ
。
を
よ
く
洗
2

め
る
。
特
に
サ
イ
ロ
の
斑
は
よ
く
お
一
と
、
水
を
よ
く
す
て
る
こ
と
。
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イ　モ　ツ　’レ

下
さ
い
。

し
つ
け
る
三
穀
つ
た
ら
・
次
の
一
④
、
蕾
る
前
に
上
s
s
り
の
碧
灰
を

　
図
の
如
く
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
イ
ロ
畔
に
よ
く
ぬ
る
こ
ど
。

　
特
に
注
意
す
る

点

　
　
　
　
　
　
⑤
、
サ
イ
ロ
を
造
っ
て
い
る
△
c
、
グ

①
、
イ
モ
ツ
ル
に
土
等
を
つ
固
て
踏
込
　
ル
ー
プ
を
つ
く
り
共
同
作
藁
で
す
る

み芒
な
s
こ
と
・
　
　
　
こ
と
。

②
、
お
そ
く
と
も
十
月
中
に
品
込
み
担
⑥
，
イ
モ
ツ
ル
を
食
わ
せ
終
つ
た
ら
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ジ
ヤ
ガ
イ
モ
壼
案
或
は
，
冑
刈
燕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

麦
青
刈
ナ
タ
ネ
等
を
つ
め
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
r
イ
モ
ヌ
カ
サ
イ
レ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
モ
の
士
を
お
と
し
締
麗
に
し
て
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甘
陪
ス
リ
ツ
ブ
シ
機
』
で
細
切
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

之
と
米
糠
或
は
麦
糠
等
ヌ
カ
類
と
混

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
し
て
サ
イ
ロ
に
鵠
め
、
サ
イ
ロ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
で
よ
く
踏
付
け
る
。
イ
モ
の
細
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
を
サ
イ
ロ
に
入
s
’
ヌ
カ
類
を
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
x
　
心
様
に
す
る
と
よ
い
e

3
、
イ
モ
ワ
ラ
、
サ
イ
レ
ー
ジ

　
切
ワ
ラ
を
イ
モ
の
六
％
位
ま
ぜ
る
、

　
四
尺
×
八
尺
の
サ
イ
ロ
で
、
イ
モ
、

　
穴
○
○
貸
詰
め
ら
れ
る
の
で
、
ワ
ラ

　
は
四
〇
貫
付
あ
れ
ぱ
よ
ろ
し
い
。
サ

　
イ
ロ
の
底
に
切
ワ
ラ
を
一
尺
付
詰
め

　
呑
イ
モ
を
一
一
尺
付
詰
め
た
後
、
切
ワ

　
ラ
を
三
寸
桔
詰
め
交
互
に
く
り
返
し

　
後
は
イ
七
ツ
ル
を
諸
め
た
時
の
糠
に

す
る
。
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